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SmileSpot: 他人の笑顔画像の共有によるユーザの笑顔形成
への影響評価
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概要：「人は幸福であるが故に笑うのではなく，笑うが故に幸福である」という言説にもある通り笑顔を
形成することがユーザの幸福感につながると考えられ，これを支持する研究は多い．幸福感は周囲に伝達
することが知られている．以上のことから，幸福な人からの笑顔情報によるユーザの笑顔形成への促進が，
ユーザの幸福感を引き起こし，それによって幸福感が伝達していくと考えれる．そこで本研究では，他人
の笑顔画像の共有によるユーザの笑顔形成への影響を評価する “SmileSpot”を実装した．“SmileSpot”は
個人のスマートフォン端末のディスプレイに他人の顔画像を映し出し，それを見た際のユーザの笑顔度を
検知する．38人の被験者を対象とした 15日間の評価実験から他人の笑顔画像がユーザの笑顔形成を促進
させることがわかった．それに加え，女性のほうが男性と比べて影響を受けやすく，また親密度が高い人
の笑顔画像のほうが親密度の低い人の笑顔画像より影響を受けることがわかった．
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Abstract: As there is a famous statement，“We don’t laugh because we’re happy, we’re happy because we
laugh”，we are considered that making users smile will make them happy．There are many research that
support this idea. And also，“happiness” is known to transfer to surroundings．Therefore we thought that
formating users’smile by smile of others who are happy will make users happy，and this process will transfer
happiness to surroundings．Now，in this research， we create a system called “SmileSpot” to see the effect
of smile which makes users also smile and lead them to happiness．“SmileSpot” works by showing pictures
of people smiling on user’s smartphone display，and observe how much users will laugh when they using this
system. By an experiment which was done by observing 38 research participants over 15 days，result which
proved the statement came up．“Others’ smile will make users happy” is proved．In addition，we found
that women are more susceptible to influence than men， and also smile-image of the community that users
belong to is easier to effect the users than the smile-image which was taken from the community that users
don’t belong or care.

1. はじめに
世界保健機関WHO[1]は人々の健康において幸福感は
重要な構成要素であると強調している．幸福感は様々な事
象，例えば宝くじの勝率 [2]，選挙 [3]，収入 [1]，仕事の損
失 [4]，離婚 [1]，病気 [5]，死別 [6]などに影響を及ぼすこと
も研究されている．なかでも本研究は，幸福感が他のユー
ザに “情動伝染”[7]を行う点に注目する．幸福感は自分の
行動や選択などの自発的要因だけではなく，他人の行動や
選択など周囲の環境から生じる付随的要因からも影響を受
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けることが知られている．例えば，ある生徒に 3ヶ月の期
間にわたって軽いうつ状態の人とルームシェアをさせる
と，健康な生徒の感情状態がうつ気味になるという研究 [8]

や，従業員がポジティブな感情を表示することによって顧
客に肯定的な印象を与えるといった研究 [9]がある．
心理学者ウィリアム・ジェイムズによる「人は幸福であ
るが故に笑うのではなく，笑うが故に幸福である」という
考え方 [10]があり，これを支持する研究は多い．例えば，
被験者に様々な表情の人物の写真を見せ，同じ表情をする
ようにと指示した被験者グループと，そうでないグループ
とで，感情状態に差が出ることが明らかになっている [11]．
また，笑顔を形成させて漫画を見せた被験者のほうがそう
でない被験者よりも漫画をおもろしく感じるとの研究結果
もある [12]．
そこで我々は，幸福感が伝達するのは，周囲の笑顔情報
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により笑顔形成が促進されることによる影響が大きく関係
しているのではないかと考えた．つまり，幸福感が伝達す
るというプロセスは，幸福感で満たされているユーザ A

の笑顔がユーザ Bの笑顔を作らせ，それによってユーザ
Bが幸福感を味わうという段階を踏むと考えられる．この
ように人間の間で対面している状況で笑顔などの表情によ
る身体的表出によって情動伝染が行われることは様々な研
究 [7], [13]で示唆されている．この性質の利用例として，
うつ病や心の病の患者に対して笑顔で話し続けることで幸
福感の伝達を促し感情状態を改善させることや，クラス分
けのような場合に笑顔を絶やさない人を必ずクラスに 1人
置くことで幸福感が伝達しやすくクラスの場が盛り上がり
やすいなどが考えられ，笑顔が伝達することは様々な場面
に活用ができる．しかし，笑顔が伝達するには，相手の表
情などを見ることによる視覚的な刺激や，笑い声などを聞
くことによる聴覚的な刺激など，様々な要因があると考え
られる．
そこで今回は視覚的刺激に注目し，他人の笑顔を見た際
のユーザの笑顔形成への影響を評価ができる SmileSpotを
実装し，38人の被験者を対象として 15日間の評価実験を
行った．他人の笑顔の画像から影響を受けた際と笑顔では
ない画像から影響を受けた際のユーザの笑顔回数と笑顔度
の二点について比較することによって，他人の笑顔画像か
らの影響を評価した．
本研究の意義は以下の３点である．
• 笑顔画像の共有によるユーザの笑顔形成への影響を親
密度、性別の違いから評価したこと

• 携帯端末を用いてユーザの顔画像を収集し、笑顔度を
蓄積するシステムを実装したこと

• システムを用いた笑顔拡散の可能性を示したこと
本稿では，２章に本研究の関連研究を述べ，３章に実装
した SmileSpotというシステムを記述する．そして，４章
では実際に行った実証実験について述べる．５章で考察を
述べ，最後に６章で本稿をまとめる．

2. 関連研究
近年，笑顔について多くの研究が行われている．辻田
ら [14]は HappinessCounterを提案し，ユーザの笑顔形成
を促進することによって感情状態を向上させるという研究
を行った．HappineessCounterは笑顔形成を促進する鏡，
笑わないと開かない冷蔵庫などが実装されており，ユーザ
が生活の中でフィードバックを受け取ることや，ソーシャ
ルネットワークサービスなどと連携させることで，積極的
に笑顔を形成することを促進する．この研究では本研究と
同じように，笑顔形成を促進することによってユーザの感
情状態の向上を目指している．また，福本ら [15]はユーザ
が笑顔になるときに，その人にとって価値のある出来事が
起こっている可能性が高いため，膨大なライフログデータ

からユーザが笑顔だったときのデータをタグ付けしてくれ
る，笑顔に基づくライフログシステムの設計・実装を行っ
た．本研究では，画像解析によって笑顔を検知しているが，
この研究ではメガネ型デバイスを実装し生活の中でのユー
ザの微笑みや笑顔を検知している．
また，笑顔の伝達についても多くの研究が行われている．

Hatfieldら [7]は，人は他人の感情を無意識的に観察し，コ
ピーして真似るというプロセスを通して，その感情が人々
の間で感染していくということを主張した．この研究で
は，「他人の身体的な特徴，特に表情などから感情を受け
取るのではないか」と示唆しており，対面した状態での大
多数の笑顔の伝達性について議論している．そして，フレ
イミンガム心臓研究の一部として約 5000人を数十年追跡
した研究 [16]では，社会的ネットワークのなかで人々が顔
をあわせることで幸福感が伝染病のように拡散していくこ
とを明らかにした．伝達のしやすさは地理的な要因が大き
い結論づけており，最も幸福な人が自然とその社会的ネッ
トワークの中心におり，友達の友達まで幸福感が影響する
ことがわかった．しかし，この研究では対面した場合の笑
顔の伝達について研究をしているが，本研究では笑顔画像
を用いて直接対面しないで行われている笑顔伝達の研究を
行っている．
Kramerらは [17]直接顔を合わせないネット上のテキス
トベースの感情表現でも、情動伝染が証明できるのかとい
う実験を行った．Facebookのニュースフィードに投稿を
表示させるアルゴリズムを変更し，ポジティブとネガティ
ブそれぞれについて，友人たちからの投稿の表示数を 10

％から 90％の範囲で減らすことで，ユーザー本人の投稿
の感情表現にどんな影響が出るかを見た．実験結果による
と，ポジティブな投稿の表示を減らした場合，被験者自身
の投稿ではネガティブな表現は 0.1％減だったのに対し，
ポジティブな表現は 0.04％増した．逆にネガティブな投稿
の表示を減らした場合は，ネガティブ 0.07％減，ポジティ
ブ 0.06％増になった．このようにオンラインのソーシャ
ルネットワークを通じた友人による感情表現は，私たち自
身の感情に影響を及ぼす結果を示している．そして，これ
らの結果は感情がネットを通して広がり得るという，論議
を呼ぶ主張を支える初めての実験的証拠であると彼らは主
張している．この研究では様々な情報を含む “投稿”とい
う手段を用いて情動伝染がされたと明らかにしたが，本研
究では視覚的刺激のみによる笑顔画像を用いた笑顔伝達の
影響について評価している．

3. SmileSpot

本研究では，他人の笑顔画像によるユーザの笑顔形成
への影響を評価する SmileSpotを提案する．SmileSpotで
は，直接対面する人からの影響ではなく，画像によるシス
テムを介した影響を評価する．他人の笑顔の画像から影響
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図 1 システム構成図

図 2 SmileSpot の UI

を受けた際と笑顔ではない画像から影響を受けた際のユー
ザの笑顔回数と笑顔度の比較によって，他人の笑顔画像か
ら受ける影響について評価した．図１にシステム構成図を
示す．
SmileSpotの iPhoneアプリケーションは Swift言語を用
いて実装した．またライブラリとして OpenCV[18]を使用
し，APIとして Face++[19]を使用した．サーバ側の処理
は PHPで実装し，サーバのOSは Ubuntu 14.04.1 LTSを
使用し，蓄積されるデータベースにはMySQL 5.5.40を使
用した．図２に SmileSpotの iPhoneディスプレイに映る
実際のインターフェースを示す．図２の右の画像を見てわ
かる通り，ディスプレイを見ているユーザ自身の顔を隠す
機能をつけることで使用する際のストレスを軽減すること
を狙う．

3.1 使用手順
SmileSpotでは以下の１～４の手順で動作する．

( 1 ) ユーザが iPhone上でアプリケーションを開くとディ
スプレイにランダムな顔画像を表示

( 2 ) iPhoneのインカメラの映像にユーザの顔が一定時間
映った際に，ユーザがディスプレイに一定時間注目し
ていると見なし，検知されたユーザの顔表情画像を
サーバに送信

( 3 ) 蓄積されたユーザの顔表情から笑顔度・性別・年齢な
どを解析

( 4 ) これら解析されたデータはユーザの顔情報と一緒に
データベースに蓄積され，評価する際に使用

3.2 顔画像検知モジュール
本システムが使用される際，iPhoneのインカメラは常
に起動している．SmileSpotではランダムな他人の顔画像
をディスプレイに表示している．本システムでは，その顔
画像を見た際のユーザの顔画像を検知する必要がある．そ
こで，SmileSpotでは OpenCV[18]というコンピュータビ
ジョンライブラリを使用し，iPhoneのインカメラから常時
映されている画像の中で，顔画像用の学習済みカスケード
分類器を用いてユーザの顔画像を検知する．誤って検知す
る場合もあり，信頼性を高めるためユーザの顔画像を３秒
間連続で検知した場合にユーザの顔画像の検知に成功した
と判定する．

3.3 画像解析モジュール
他人の笑顔によるユーザの笑顔形成の影響について評
価する際，SmileSpotはデータベースに蓄積されたユーザ
の顔画像データを解析し，笑顔度・性別・年齢などの情報
を算出する必要がある．そこで，本システムは顔画像か
ら様々な情報を解析できる Face++[19]を使用している．
Face++では，顔画像から笑顔度・目や鼻などのパーツの位
置・年齢・性別など様々なデータが取得できる．本システ
ムは Face++を使用することで評価するために必須である
ユーザの顔画像の笑顔度を算出している．また，ユーザの
顔画像から性別や年齢などのユーザ属性も算出しており，
評価する際に使用している．

4. 評価実験
本章では最初に評価項目を述べ，次に評価実験手順を記
述し，最後に評価実験結果をまとめる．また，本実験では
顔画像の笑顔度が 40％を超えた際に笑顔形成がされたと
判定することにした．図３に Face++が判定した笑顔度の
例として，笑顔度 10・40・70・90％の笑顔画像を示す．

4.1 評価項目
今回評価する項目は以下の 3つである．

( 1 ) 他人の笑顔画像による笑顔形成への影響
( 2 ) 性別の違いによる影響の違い

3ⓒ 2015 Information Processing Society of Japan

Vol.2015-UBI-46 No.9
2015/5/12



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

笑顔度 10 ％ 笑顔度 40 ％

笑顔度 70 ％ 笑顔度 90 ％
図 3 各笑顔度の例

( 3 ) 自分と親密な関係がある人の笑顔画像の影響
(1)は本研究における最も重要な評価項目である．他人の
笑顔画像を見た際と笑顔ではない画像を見た際の，検知さ
れた笑顔枚数とユーザの笑顔度の２点について，それぞれ
の差を比較することで評価する．(2)は検知された笑顔枚
数と笑顔度の２点のそれぞれにおいて，他人の顔画像を見
た際の女性におけるデータと男性におけるデータを比較す
ることで評価する．(3)は検知された笑顔枚数と笑顔度の
２点のそれぞれにおいて，他人の顔画像を見た際の親密な
関係にある人におけるデータと親密な関係ではない人にお
けるデータの差を比較することで評価する．

4.2 評価実験手法
今回の評価実験では，慶應義塾大学のテニスサークル員

29名と慶應義塾大学の研究室 9名の計 38名の被験者を対
象に実験を行った．被験者は，男性は 20名で女性 18名で
構成される．被験者自身が保有しているスマートフォンに
SmileSpotをインストールしてもらい，ユーザの任意のタ
イミングで SmileSpotを使用してもらった．本評価実験で
は計 15日間行い，以下の 3つの実験期間を設けた．
• 実験期間 1: 笑顔ではない状態で映っている人の画像
を流す期間

• 実験期間 2: 笑顔で映っている人の画像を流す期間
• 実験期間 3: 笑顔で映っている人の動画を流す期間
そして，どの実験期間でもディスプレイにはサークル員の
顔画像を流している．被験者のうちサークル員 29名にとっ
ては親密な人の画像が流れていることになる．一方，被験
者のうち研究室 9名にとっては親密ではない人の画像が流
れている．また，被験者を複数グループに分け，実験期間
の順序をグループごとにランダム化して実験を行った．

4.3 評価結果
それぞれの実験結果でのすべての被験者ユーザの合計平
均笑顔回数を図４に示す．図４を見ると，検知された被験
者ユーザの顔画像のなかで笑顔と判定された枚数が笑顔で

図 4 全てのユーザの合計笑顔枚数

図 5 全てのユーザ平均笑顔度

はない画像，笑顔画像，笑顔の動画の順で増加している．
そして，それぞれの実験結果での全ての被験者ユーザの平
均笑顔度を図５に示す．ディスプレイに映し出された情報
が笑顔ではない画像，笑顔画像，笑顔の動画の順で平均笑
顔度が増大していることが結果がわかった．それぞれ 2つ
の実験期間の平均差が偶然誤差の範囲ないにあるかどうか
調べる t検定をした．笑顔ではない画像を流す期間と笑顔
画像を流す期間では p＜ 0.01であり，笑顔ではない画像
を流す期間と笑顔動画を流す期間でも p＜ 0.01であった．
そして，笑顔画像を流す期間と笑顔動画を流す期間では p

＜ 0.01でもあり，どの結果も有意差があることが示される
結果になった．以上から笑顔画像がそうでない画像よりも
ユーザの笑顔形成に影響を与えることが明らかになった．
つまり，笑顔枚数と笑顔度の２点に注目することで，直接
対面しなくても画像などのシステムを介してユーザに伝わ
る笑顔情報によって，ユーザの笑顔形成に影響を与えると
いうことがわかる．そしてまた，本実験では笑顔画像より
も笑顔動画のほうが影響を与える結果になっている．他人
の顔表情を見るという視覚的な刺激によりも，これに音声
などの付随的な情報も加わる方が影響力があるということ
を示唆している．
次に，男女別の被験者ユーザの合計笑顔枚数を図６に示
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図 6 男女別平均笑顔枚数

図 7 男女別平均笑顔度

図 8 親密度の違うグループの合計笑顔枚数

す．図６を見ると，検知された被験者ユーザの顔画像のな
かで笑顔と判定された枚数が女性のほうが男性よりも多い
ことがわかる．そして，男女別の被験者ユーザの平均笑顔
度を図７に示す．よって笑顔枚数と笑顔度の２点により，
女性の方が他人の笑顔画像による影響を与えることがわ
かった．Hatfieldら [7]は女性の方が情動感染をしやすい
傾向にあると主張しており，それを支持する結果になった．
最後に，所属しているグループ別の被験者ユーザの平均
笑顔枚数を図８に示す．ディスプレイにはサークル員の画
像のみ流されているので，研究室に所属している被験者よ
りもサークルに所属している被験者の方が，親密な関係に
ある人の顔画像が流れていることになる．図８をみると，
親密度の高いグループに所属しているユーザのほうが明ら

図 9 親密度の違うグループの平均笑顔度

図 10 継続性の欠如を表すグラフ

図 11 各実験結果ごとの使用回数

かに笑顔と判定された枚数が多い．そして，所属している
グループ別の被験者ユーザの平均笑顔度を図９に示す．図
９に示す通り，親密度の高いグループに所属しているユー
ザの平均笑顔度の方がどの実験期間でも高いことがわか
る．以上から，親密な関係にある人の顔画像が流れていた
方がユーザの笑顔形成に影響を与えることがわかった．
以上，評価項目の３つについて評価ができた．一方で，
図 10をみると SmileSpotが継続的に使用されてないこと
がわかる．実験が進むにつれて，被験者の使用回数が減っ
ている．図 11で各実験期間での使用回数を示す．図 11に
示す通り，被験者をグループに分けランダムな順序で実験
を行ったため各実験期間で極端に使用回数に差がでなかっ
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たので，実験結果に影響を及ぼすことはないと判断した．

5. 考察
被験者に対して，実験終了後に被験者同士で SmileSpot

が話題に上がったかをアンケートを取ってみるとほぼ全て
の被験者が話題に上がったと答えた．図 10を見ると，実験
開始から 9日目が著しく使用回数が減っていることがわか
る．9日目は学校のない日曜日であり，これは被験者は全
て学生であることから被験者同士が直接会うことができる
平日に SmileSpotのことが話題に上ることで，SmileSpot

を使用するきっかけをができていたのではないかと考えら
れる．
そして，SmileSpotを使用してみてなにか気になった点
を答えてもらった結果，「始めは他人の顔画像を見ても何
も思わなかったが，使い続けていくうちに自分の現在の感
情状態によって捉え方が違うことに気づいた」という意見
があった．生活が充実していて幸福感が溢れている感情状
態の際に他人の笑顔画像見ていても何も感じなかったが，
忙しい時期や悲しい出来事があり感情状態が良くない際に
は他人の笑顔画像を見て癒され，使用時間も増えたと感じ
たと述べている．これは，ユーザの感情状態によっても笑
顔による影響度が違うということを示唆している．
また，本実験終了後に被験者に笑顔画像を見ることに
よって自分が笑顔になったかをきいてみると，本実験で
影響が評価されているにもかかわらず，ほとんどの被験
者が影響を受けていると感じなかったと答えた．これは
Hatfieldら [7]の研究でも情動伝染は無意識的に行われて
いると述べられている通り，笑顔においても無意識的に影
響を受けると考えられる．
本実験では，笑顔による影響だけでなく，動画による影
響についても実験期間を設けた．その結果ユーザに笑顔画
像を見せるよりも笑顔動画を見せた場合のほうが笑顔形成
に影響を与えることがわかった．動画には画像よりも視覚
的情報量が多い点や，視覚的情報以外に聴覚的刺激も保持
している点などから影響度が高いと推測できる．笑顔形成
への影響には様々な要因があり，画像を介して影響を促す
よりもより良い手段がある可能性が考えられる．

6. おわりに
SmileSpotシステムを使用し 38人の被験者を対象とした

15日間の評価実験を行い，笑顔枚数と笑顔度の２点に注目
することで，直接対面しなくても画像などのシステムを介
してユーザに伝わる笑顔情報によって，ユーザの笑顔形成
に影響を与えるということが明らかになった．また，男性
よりも女性のほうが影響を受けやすく，自分よりも親密な
関係にある人の笑顔情報のほうが影響を与えることも明ら
かになった．しかし，SmileSpotは継続的に使用される要
素が欠如していることがわかった．そのため，SmileSpot

が継続性を有するための手段を２つ提案する．その場の盛
り上がりを利用する方法と情報共有によるゲーミフィケー
ションを利用する方法である．この２つについて実装し、
実際に実験を行うことで継続的な使用を促せるのかを今後
評価したい．また，本研究では他人の顔画像を見せるとい
う視覚的な刺激を与えることによってユーザの笑顔形成に
影響を与えることがわかったが，笑い声を聴かせることに
よる聴覚的な刺激や他の刺激による影響も研究していく余
地がある．
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